
【学修到達目標】

・教材の重要性が理解できる。

・教材開発のプロセスを説明できる。

第1講 教材開発



１．教材の重要性

学習効果を最大化する教材の役割

効果的な教材は、学習目標達成を支援し、知識・スキル習得の土台

体系的な整理と構造化
• 学習内容を理解しやすいように整理
• 歴史⇒年代順、テーマ別、図表・年表
• 数学⇒段階的解説、例題・練習問題

効率的な学習
• 必要な情報をスムーズに発見
• 深い理解を促進



１．教材の重要性

興味を引き出し、学びを楽しくする教材

魅力的な教材は、学習意欲を高め、積極的な学びへと繋ぐ

興味を引く工夫
• ゲーム要素、インタラクティブデジタル教材
• 実際の事例、ストーリー
多様な形式とメディア
• 視覚学習者向け⇒図表、イラスト
• 聴覚学習者向け⇒音声解説、動画
学習者のニーズ対応
• 自分に合った教材選択
• ストレス軽減、意欲維持



１．教材の重要性

デジタル教材とアダプティブラーニングは、学習者の進捗と理解度に
合わせて学習内容を個別最適化し、より効果的な学びを実現

個別最適化の実現
学習履歴を分析し、苦手分野を重点的に出題
理解度に合わせて解説レベルを調整
一人ひとりに合ったペースで学習可能
焦りや不安を軽減し、着実な習得を支援
学習進度に差があるクラスや個別支援が必要な学習者に有効



１．教材の重要性

デジタル教材とアダプティブラーニングは、学習者の進捗と理解度に
合わせて学習内容を個別最適化し、より効果的な学びを実現

アダプティブラーニングの仕組み
AIで、解答パターンや学習履歴を分析し理解
度を把握、最適な問題・コンテンツを自動選
択

データ分析で、学習データを収集・分析し学
習傾向や苦手分野を特定、教材改善や学習指
導に活用

適応型アルゴリズムで、学習者の反応に応じ
て問題難易度やヒントを調整、最適な学習
ペースを提供



１．教材の重要性

教材の種類と学習効果

練習問題や演習問題を含む教材は、学習内容の確実な定着と、知識・
スキルの実践的な活用を促進

実際の場面を想定したシミュレーション教材や事例研究教材は、学習
者が現実世界で直面する課題に対応する能力を育成



１．教材の重要性

学習者の「見える化」と個別最適化

教材に評価機能とテストを組み込むことのメリット
学習者自身による理解度の確認と学習意欲の向上
教師によるきめ細やかな学習指導と個別最適化された支援
効果的な学習戦略の立案と学習成果の最大化



１．教材の重要性

授業設計と多様な学び

授業をデザイン
教科書・指導書⇒授業内容と流れを決定する重要な羅針盤
デジタル教材⇒授業を豊かにする動画・シミュレーションなどの宝庫
指導書・教師用資料⇒教師の指導を強力にサポートし授業の質を向上

 ICT教材の普及
 多様な学習ニーズへの対応



2．教材開発に関する用語

学習リソース

学習者が目標を達成するために利用するあらゆる資料やツールの総称

学習目標達成のために体系的に構成された資料やツール
 紙媒体⇒教科書、参考書、問題集
 デジタル教材⇒eラーニングコンテンツ、アプリ
 動画、音声ファイル
 シミュレーション、VR/ARコンテンツ など

教材



2．教材開発に関する用語

コンテンツ

テキスト、画像、図表動画、音声データ、シミュレーション など

教材に含まれる情報や知識そのもの

学習活動

聴講、演習問題、グループディスカッション、プレゼンテーション、
実験、実習、フィールドワーク など

学習者が主体的に行う学習行動



3．教材開発

１．課題設定と学習者分析
解決すべき課題、達成すべき目標を具体的に設定
学習者の特性を詳細に分析
２．教材内容の設計
 学習目標に基づき、具体的な内容を設計
 理解しやすい順序で配置
 視覚的要素や実例を活用
３．形式と手法の選択
 学習者に最適な学びの方法を考慮

特定の学習目標や教育目的を達成するための教材を企画設計制作する
プロセス



3．教材開発

学習者のニーズに合わせた自作教材の
可能性
 カスタマイズによる学習効果の向
上

 カリキュラムや授業計画への適合
 地域特性や文化的背景の反映

教材の効果を検証し、改善
 教材使用後の効果測定
 データに基づいた分析
 継続的な改善



課 題

１．教材の重要性について説明しなさい。

２．教材開発のプロセスについて整理しなさい。
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